
【戸塚区柏尾川桜並木保全・再生計画の位置づけ】

区内には、柏尾川を始め、多くのサクラを楽しめるスポットがあり、サクラの開花時期になる

と多くの人で賑わいます。その中でも、柏尾川のサクラの歴史は古く、江戸時代の安政３年

（1856年）に植樹されたことが始まりとされています。明治後期の耕地整理や第二次世界大戦

で全て伐採されたこともありましたが、その度に地域の皆さまと共に植樹を行い、柏尾川桜並木

を守ってきました。

しかし、柏尾川桜並木では、老齢化や病害等により倒伏の恐れのあるサクラが増加しています。

それらは伐採せざるを得ないため、近年、柏尾川のサクラの本数は減少ペースが加速しています。

そこで、柏尾川のサクラの減少を食い止め、健全な生育環境を整えながら桜並木景観を維持し、

将来に引き継いでいくことを目的に【戸塚区柏尾川桜並木保全・再生計画】を策定し、地域の皆

様と協働で柏尾川桜並木の保全・再生に取り組みます。

本計画では、現状の課題を整理して、保全・再生に向けた目標を示し、基本方針に基づき、植

栽と維持管理の方針を定めるものとします。

第1回、第2回検討委員会、および散策会において、検討委員の皆さまと共有したことや出され

た意見等を踏まえ、「戸塚区柏尾川桜並木保全・再生計画【素案】」を作成しました。

今回の検討委員会では、この素案に沿って、内容や構成等を共有しました。

柏尾川桜並木保全・再生計画検討委員会
ニュースレター No.４

【第３回 開催概要】

テーマ：桜並木の将来像

日にち：令和６年12月11日(水)

場所：戸塚区役所 ８階会議室

参加人数：15名

■柏尾川桜並木保全・再生計画素案

戸塚区柏尾川桜並木保全・再生計画 素案

第３回柏尾川桜並木保全・再生検討委員会を開催しました

区の魅力である「柏尾川桜並木」のサクラの減少を食い止め、現在の景観を

維持していくため、地域の皆さまと協働で桜並木の保全・再生の方法を検討す

ることを目的として「柏尾川桜並木保全・再生検討委員会」を開催しています。

メンバーは柏尾川桜並木の近隣の企業・事業者、自治会町内会、商店会、学校、

ボランティア団体の方々です。

【検討委員会 年間スケジュール】

第１回 5/17

第２回 8/8

散策会 10/19

第３回 12/11

第４回 １/31

桜並木の現状

桜並木の課題と対応について

桜並木の現地確認

桜並木の将来像

柏尾川桜並木保全・再生計画について

【柏尾川桜並木の現況と課題および課題対応のアイデア】

令和５年度に実施した樹木診断において、倒伏の恐れがあると診断された約100本のサクラに

ついては、令和６年６月までに全て伐採しました。

サクラには、日当たりを好む、病虫害に弱い、土壌の影響を受けやすい等の特徴があります。

柏尾川に多く植樹されているソメイヨシノという品種は、サクラの中でも生長が早く大木になり、

病気等に弱いとされています。そのようなサクラの特徴を踏まえ、柏尾川桜並木の現況を分析し、

５つの課題を抽出しました。⇒①伐採後、空間があいている ②サクラの間隔が狭い ③樹勢が衰

えていたり、枯れ枝が多いサクラがある ④根上がり、不陸が見られる箇所がある ⑤車道の建築限

界の維持に配慮が必要な箇所がある

これらの課題に対応するために、次のようなアイデアを示しています。

・新たにサクラを植える場合は良好な生育環境の確保のために10ｍ間隔を基準として植栽する

・樹勢回復のための維持管理など
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・住民参加で維持管理を行うことは素晴らしい考えだ。

サクラには多くの人を集める力があり、人と人をつ

ないでくれる。多くの住民の参加が望ましい。丁寧

な組織づくりが大切である。

➔来年度以降、戸塚区区制90周年も見据えて、みな

さんのご協力を得て進めていきたい。

・今年度までにサクラを伐採したところは、いつ植えるのか？

➔来年度より、まず戸塚桜まつりエリアから工事を進める予定である。

・保全をしていくには委員会や行政だけでなく、地域の方々と協働共創しながら維持管理し

ていく重要性を改めて認識した。 など（一部抜粋）
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【今後の展開】

柏尾川桜並木の将来像を地域の皆さまと共有しながら、現在の景観を将来に引き継いでいきま

す。そのうえで令和11年（2029年）の区制90周年に向けて、市予算をはじめ、ふるさと納税

等の財源を活用しながら、保全・再生を進め、サクラの減少を食い止め、桜並木景観を維持して

いきます。また、保全・再生の取組を通じて、地域活性化、賑わいの創出にもつなげていきます。

【戸塚区柏尾川桜並木保全・再生計画】

「100年後の将来に向けて柏尾川桜並木の景観を継承していく」ことを目標にサクラが健全に

生育できる環境を整備し、現在の景観を維持しながら、未来に引き継いでいくため、５つの基本

方針に基づいて課題に対応し、保全・再生に取り組みます。地域と行政が協働で維持管理を行う

仕組みづくりを検討し、桜並木を守ります。

https://www.city.yokohama.lg.jp/totsuka/shokai/miryoku/kashiosaku/kashio-new.html
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